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科目名

建築製図 

建築計画学 

建築歴史 

建築構造力学・同演習 

建築一般構造学 

建築材料学 

建築実験実習※ 

建築施工 

情報処理・同演習 

     意匠模型演習

     木造演習

     福祉住環境

     不動産

     建設ビジネス学

     建築測量学

     ワークショップⅠ

     企業実習Ⅰ※

建築設計製図 

ＣＡＤ設計製図  

建築環境工学 

建築設備工学 

建築積算学・同演習 

建築法規 

建築総論  

卒業設計 

     設計演習 ・グラフィックⅠ

     設計演習 ・グラフィックⅡ

     図学

     構造設計Ⅰ

     構造設計Ⅱ

     色彩学Ⅰ

     色彩学Ⅱ

     施工特論

     ワークショップⅡ

     企業実習Ⅱ※

実習

講義

講義

１/３演習

講義

講義

実習

講義

２/３演習

演習

演習

講義

講義

講義

講義

１/３演習

実習

演習

演習

講義

講義

１/３演習

講義

１/３演習

講義

1/３演習

1/３演習

２/３演習

1/３演習

1/３演習

講義

講義

講義

１/３演習

実習

製図の基礎、木造、鉄骨造、鉄筋コンクリート造

設計に必要な、住居建築物の計画、特定建築物の計画

建築の発生から発展、構造・様式などの歴史を通じて、学生が建築技術者として必要な常識を養う

一般事項、力の釣合条件、静定構造物の応力、部材応力と変形、静定構造物の変形、不静定構造物の解法

各種構造の地震や台風等に対処する仕組、構成を学ぶ

建築に使用する素材別材料、用途別材料

セメント、骨材、コンクリート、鉄筋、木材、ボルト接合の材料力学性能

建築工事の請負制度、契約および工事全般

オフィスソフト、CADソフトの活用

設計図書を模型制作により表現 

木造建築物の仕組、仕口

福祉住環境コーディネーター資格取得対策

宅地建物取引士資格取得対策

技術者に必要なコミュニケーション、ビジネス文書作成

建築測量機器の使用法と測量士補対策の基礎 

設計・現場に近い実務教育の基礎を行う

企業や団体・機関など実際の職場で働く模擬体験をする 

各種建築物の計画・設計

基本設計図を基に実施設計図書、施工図をCAD作成

環境工学概要、日照と日射、室内熱環境、室内空気環境、室内照明環境、室内音環境

給排水設備、衛生設備、空気調和設備、電気設備

建築工事に必要な直接工事費、間接工事費の算出方法

建築基準法の単体・集団規定、制度規定、関連法規

二級建築士・2級建築施工管理技士養成講座

2年間の学修成果を製作する　構造コース・意匠設計コース・木造コース・基本設計コース・景観まちづくりコース・BIMデザインコース

建築意匠の基礎技能、意匠を形成するエレメントと表現

プレゼン方法とポートフォリオ作成

建築立体表現の基礎

各種構造の構造設計

耐震設計

色の組み合わせの法則 

カラーコーディネーター資格取得対策

現場実務の基礎から応用までを学ぶ

設計・現場に近い応用実践教育を行う

企業や団体・機関など実際の職場で働く模擬体験をする
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建築学科

カリキュラム

詰め込み式ではなく、効率よく二年間という短期間で、建築士に求められる知識と技術を修得。
カリキュラムは、演習と実習に重点を置き、社会に即応できる高度な設計・製図の技術を学ぶほか、
実務に欠かせないパソコン操作の知識と技術を磨きます。卒業後の建築士の試験に備えた学習はもちろん、
建築業界の即戦力となる能力を身につける学科です。

※印の科目については、集中講義で実施する。


